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（26年度末）

指標名

　こころの病気を抱える人が増加している社会にあって、順調な取り組みとなっているため、さらに自殺予防
啓発講演会や精神保健に関する相談を充実してほしい。
　精神保健に関する相談については、ニーズを考慮した結果、実施回数が減少してしまったことは残念だ
が、発達障害個別相談の回数を増やしたことは、評価できる。
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自殺予防対策

47 ］

⑥

⑦

⑧

● こころの病気を抱える人やその家族が、必要に応じて保健所などへ相談し、支援を受けることができ、こころの健康につい
　　て正しく理解しています。
● 自殺予防についての正しい知識が普及し、自殺の危険性に本人や周囲の人が気づき、早期に必要な医療や専門相談機関
　　への相談につながっています。

健康部

平成２９年度　施策評価シート

［施策№］
施策名 保健予防課
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策
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概
要

Ⅲ　暮らしやすいまち

Ⅲ-１．健康づくりと、自立生活を支える基盤づくり

（１）区民の主体的な健康づくりの支援

１０年後の
めざす姿

長期総合
計画体系

[ 将 来 像 ]

[基本目 標]

[ 小 柱 ]

主な取り組み

＊施策を構成する行政計画事業の進捗は、裏面「行政計画事業」を参照。

① 精神保健に関する相談

こころの健康づくりの推進 主
管［

⑩
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④ ⑨

自殺率
※人口１０万人あたりの自殺者数

３０.７
（２５年）

　精神保健に関する相談については、ニーズを考慮し、平成２８年度から発達障害個別相談の開催回数を
増やしたことで、家族会や発達障害者デイケアにつなぐことができている。自殺予防対策については、平成
２８年度から自殺未遂者支援を開始し、自殺のリスクが高い自殺未遂者やその家族からの相談を受けると
ともに、医療機関や警察等から自殺未遂者に関する情報を把握し、総合的な支援を行っている。また、自殺
予防啓発講演会やゲートキーパー養成講座についても、行政計画どおりに実施している。景気の回復やこ
れらの取り組みにより、施策の指標である自殺率については、平成２８年度は減少しており、自殺予防につ
いての正しい知識の普及や、自殺のリスクのある方を早期に必要な医療や専門相談機関につなげる体制
づくりが進んでいる。

　Ａ　順調である

　Ｃ　課題がある

　Ｂ　一部課題がある

１９.３

28年度27年度
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施策の指標

学識経験者
からの意見

（施策の指標の実績、構成する行政計画事業の進捗・成果・課題等を踏まえて評価）
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